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アプローチ、それらが連携した食－農連携のアプローチ
等が大半を占めているのが現状である。
　そこで、本研究では、キッチンを「食育」の場として捉
え、キッチンの現状や子どもが取り組んでいるキッチン作
業の現状を把握し、子どもが作業に取り組みやすいキッチ
ンについて検討することを目的として調査研究を行った。

Ⅱ．調査概要

　本論文は、次の２つの調査から構成されている。

調査１…キッチンについての現状を知るため、メーカー
を対象としたアンケート調査

調査２…家庭での手伝いの現状などを知るため、家庭を
対象としたヒアリング調査

Ⅲ．調査１　業者を対象としたアンケート調査

１．調査の目的
　キッチン空間の現状と提供側の工夫を把握するため、ま
ず、キッチン関連業者に対して、アンケート調査を行った。

２．調査概要
　調査対象は、島根県松江市と鳥取県米子市内のキッチ
ンメーカー、住宅メーカー、工務店、設計事務所である。
　調査方法は記述式で、調査内容は、業者のキッチンに

Ⅰ．緒言

　近年、食をとりまく環境の変化により、食の外部化や
こ食など、様々な問題が生じている。
　そのため、「食」を見直し、食に関する教育、すなわ
ち食育が注目され、平成17年には『食育基本法』１）が成
立した。同法第６条にある「食料の生産から消費」には、
「調理に関係した作業」も含まれると考える。つまり、「食
育」は栄養などの知識を得たり食べたりすることだけで
なく、調理～後片付けまで含むキッチンでの調理関連作
業（以下、「キッチン作業」と表現する）も大切な取り
組みであるといえる。
　そして、同法第５条にあるように、家庭は子どもへの
食育の重要な役割を担っており、特に、「調理関連作業」
の実践は家庭が担う部分が大きく、日々の生活の中で子
どもがいかに取り組むかがポイントになると考えられる。
　ここで、子どもの家庭での手伝いの現状を見てみると、
「家庭でのお手伝い」に関するアンケート２）－６）では、「食
事の準備･片付け」と「簡単な料理」という「調理作業」
に関する項目は、手伝いの内容を決めている・決めてい
ないにかかわらず上位にきているが、その割合は低いと
いう結果が出ている。家庭における子ども達のキッチン
作業は、実際にはあまり行われていないことが伺える。
　一方、「食育」に関する研究や実践について見てみると、
栄養や調理そのものの食分野からのアプローチや、子ど
も達が自分達で育てた野菜を食べる等の農業分野からの
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ABSTRACT
　キッチンを「食育の場」として捉え、キッチンの現状や子どもが取り組んでいるキッチン作業の現状を把握し、子
どもが作業に取り組みやすいキッチンについて検討することを目的として調査研究を行った。主な結果は下記の通り
である。
⑴ 業者においても、家庭においても、キッチンは家族のコミュニケーションの場としてイメージされる傾向にあった。
⑵ 子どもがキッチンを利用する際の工夫は、キッチン設備そのものと、キッチン空間におけるものとがあった。
⑶ オープンキッチンは「食育」に効果的であると考えられており、キッチンメーカーはキッチンの配置、住宅メーカー
は人の生活といったソフト面、工務店･設計事務所は他空間とのつながりやよりハード面に重点を置く傾向にあった。

⑷ 食に関する保護者の教育の影響は大きく、子どもの手伝いには保護者の意識が関連していた。
⑸ 保護者が「食育」につながる工夫は、大きく、①キッチン設備と空間、②知識技術、③子どものメンタル面に分かれた。
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対する方針、施主からの要望、子どもの調理作業に対す
る工夫、等である。配布回収は、メーカーに出向き、直
接配布し、後日回収を行った。
　調査期間は平成20年12月中旬～平成21年１月中旬で、
配布部数29部、有効回収部数17部、回収率は58.6％である。

３．結果及び考察
１）対象者の概要
　回答者の概要を表１・表２に示す。

２）キッチン計画時の考慮点
　業者に対して、キッチン計画時の提案のポイントにつ
いて尋ねた結果を表３に示す。

　対象数が少ないことから、業種の性格によって、住宅
全体に係わる業者である住宅メーカー ･工務店等･設計事
務所を住宅関連業者として１つにまとめ、設備業者であ
るキッチンメーカーと住宅関連業者の２つに分けて考察
した。
　キッチンメーカーでは多様な視点があげられ、設備の
機能性が多かったことに加えて、キッチンを家族交流の
場として捉える視点が多くみられた。一方、住宅関連業
者では、キッチン空間を住宅全体の中の１つの空間とし
て捉えるせいか、あまり多くの視点はあがっておらず、
空間設計中心で施主や提携メーカーの意見を取り入れる
姿勢が伺えた。

３）キッチンに対する施主のイメージ
　メーカー側から見て、施主はキッチンに対して、どの
ようなイメージをもっているかを尋ねた。
　その結果、図１に示すように、家事空間、インテリア
性、家族のコミュニケーションの場という３つのイメー
ジに分類できた。中でも、今回の調査では「家族のコミ
ュニケーションの場」という回答が大半を占めていた。
時代の流れとともに、「調理の場」「見せたくない場」か
ら「家族のコミュニケーションの」場と変化して来たキ
ッチンの歴史を考えると、実際に、施主の持つイメージ
も、現代的感覚で捉えられるようになって来ているとが
伺えた。

４）子どものキッチン利用に対する業者の工夫
　次に、子どもがキッチンを利用する際の業者の立場か
らの工夫について尋ねた。

①子どもが一人で利用する場合
　最も多かった回答はケガ防止機能であり、IHクッキン
グヒーターやチャイルドロック等、安全にキッチン作業
ができることを優先していると考えられる。また、子ど
もの背の低さや力を考慮し、踏み台や低めの作業台を設
置したり、タッチレス水栓など、キッチン作業をする上

表３　キッチン計画時の提案のポイント

表１　回答業者 表２　回答者の職種

図１　キッチンの捉え方の変化
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での子どもの欠点を補う工夫があげられた。
②子どもが家族と一緒に利用する場合
　子ども一人の場合よりも多くの回答が寄せられた。特
に、半数が対面キッチンをあげており、その他、キッチ
ンの配置や空間のタイプについて、アイランド型やオー
プンキッチンという回答があった。一方、キッチンの設
備等については、子どもが一人で利用する場合と同様、
踏み台等による高さ調節、ケガ防止機能の他、作業スペ
ースを拡大する、ダブルシンクにする、といった工夫が
あげられた。
　これらの結果は、図２のようにまとめることができる。

５）食育の視点からみた業者の工夫
　次に、食育の視点からみた業者の立場のキッチンの工
夫について尋ねた。

　表４に示すようにすべての業者が、共通してオープン
キッチンを挙げていた。
　業者ごとの傾向をみてみると、キッチンメーカーはア
イランドや対面など、キッチンの配置に重点をおいてい
た。また、住宅メーカーでは、調理スペースの確保や高
さ調節などの設備だけでなく、子どもに調理している姿
を見せるなど、人の生活面に重点を置いていた。工務店・
設計事務所では、キッチン空間と周辺空間の接続を図っ
たり、風通しや採光といった設計における工夫など、先
の２業者に比べると、ハード面に重点を置いていた。

４．まとめ
　以上の結果をまとめると、下記のようになる。
⑴ キッチンは家族のコミュニケーションの場としてイ
メージされる傾向にあった。

⑵ 子どもがキッチンを利用する際の工夫は、①子ども
が怪我防止と作業をする上での子どもの欠点を補う
というキッチン設備そのものの工夫、②対面型にす
るなど作業者が作業中に交流ができる計画と複数の
人数で同時作業ができる計画というキッチン空間計
画上の工夫、の２つに分けることができた。

⑶ 「食育」に適したキッチンのための工夫は、すべての
業者がオープンキッチンは効果的であると考え、キッ
チンメーカーはキッチンの配置、住宅メーカーは人の
生活といったソフト面、工務店･設計事務所は他空間
とのつながりやよりハード面に重点を置く傾向にあ
り、業者の業種の特徴により視点に違いが伺えた。

Ⅳ．家庭を対象としたヒアリング調査

１．調査の目的
　保護者の子どもの手伝いに関する意識と、実際の子ど
ものキッチンにおける手伝いの状況を通して、家庭にお
ける食育の現状を把握することを目的として、ヒアリン
グ調査を行った。
　なお、子どもと保護者は別々にヒアリングを行った。

２．調査概要
　調査対象は松江市内および鳥取県内在住の小・中学生
とその保護者で、調査方法はヒアリング調査である。
　調査期間は平成21年３月中旬～平成21年５月。
　調査数は19家庭で、保護者19人、子ども24人である。
19家庭のうち、子どもからのヒアリングが行えず、保護
者のみのヒアリングであった家庭が２家庭あった。

３．結果及び考察
１）対象者の属性
　対象とした子どもの学年と性別について、表５・表６
に示す。対象とした子ども全員が、学校のスポーツ少年
団や地域のスポーツクラブ、塾など、何らかの習い事に
通っていた。

表４　食育の視点からみた業者のキッチンの工夫

図２　子どものキッチン利用に対する業者の工夫
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対してどのような意識をもっているのかを尋ね、結果を
図４にまとめた。

　保護者の意識は、大きく分けて、「家族として当たり
前の行為」という積極的肯定派、「できないよりもでき
る子にしたい」消極的肯定派、「学校や習い事を優先」
という消極派の３つに分かれた。
　子どもの手伝いへの姿勢は大きく分けて「手伝いをす
る」と「手伝いをしない」に分かれた。これを詳細にみ
ると、よく手伝いをする子どもは自発的な子どもと保護
者から半強制的にされられているという子どもに分かれ
た。そして、あまり手伝いをしない子どもは、その理由
として見返りが無いからしない子どもと、面倒だからし
ないという子どもに分かれた。
　この保護者の意識と子どもの手伝いへの姿勢は関連が
が認められ、保護者が積極的な意識を持っている程、子
どもが手伝いに参加する姿勢を持っていた。

５）子どもから見た自宅のキッチン空間
　子どもから見た自宅のキッチン空間に対するイメージ
をあげてもらった。

　表７に示すように、広い、使い勝手が良いというイメ
ージの他、調理台が低い、狭い、汚い等のマイナス・イ
メージもあげられた。中には、「狭いので手伝うと邪魔
になりそう」という意見もあり、キッチン空間の物理的

２）食事作法
　まず、家庭での教育として食事作法の様子について子
どもと保護者に尋ねた。箸の持ち方や食べ方、後片付け
などの回答が多く見受けられた。子どもと保護者は個別
にヒアリングを行ったが、各家庭においてその回答内容
はほぼ対応していたことから、保護者の教えが子どもに
伝わっていることが伺えた。
　このことから、食育における保護者の影響や役割は大
きいと考えられ、食育には保護者の正しい考え方が必要
であり、それを子どもに言葉で伝えていくことが必要で
あると言える。

３）子どもが実施している手伝い
　子どもが取り組んでいる手伝いについて子どもと保護
者にそれぞれ尋ねた。
　大きく分けて、買い物、調理作業の手伝い、配膳･後
片付けの３項目に分かれた。それぞれの手伝いの理由に
ついて保護者に尋ねたところ、子どもにおつかいに行か
せるのは、家庭の味や調味料などの好みを教えるためと
いう回答もあり、手伝いにはそれぞれ背景があることが
伺えた。図３に、手伝いの内容とその背景の関連につい
てのまとめを示す。

４）手伝いに対する意識
　そこで、子どもの手伝いの状況と、保護者が手伝いに

表５　対象の子どもの学年 表６　対象の子どもの性別

図３　子どもに実施させている手伝いとその理由

図４　子どもの手伝いの態度と保護者の意識の関連

表７　子どもの自宅のキッチン空間に対するイメージ
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環境を整えることが必要であるケースもあると言える。

６）保護者の食育への取り組み
　次に、保護者はどのようなところで食育にふれ、どの
ような認識をもっているのか、どのような取り組みをし
ているのかを尋ねた。
　保護者は学校での講話や配布物のほか、職場などでも
食育に触れており、機会は多くあるようであった。
　そして、実際に子どもに対して行っている食育の内容
としては、料理教室に参加したり、食や命の大切さを子
どもに伝える、子どもに調理している姿を見せるといっ
たプラス面の意見のほか、食に関する情報があふれすぎ
るなどメディアへの不満や不安もあった。その他に、食
育に関心はあるが、実際にどのような行動をすればよい
のか分からず困っているという意見、食の安全性が不安
であるという意見も見られた。
　同様の質問を子どもにも行ったが、知らない･分から
ないという回答がほとんどであった。

７）食育に関する保護者の工夫
　保護者に対し、家庭内でどのような工夫が食育につな
がると思うかを尋ねた。

　多くの工夫が挙げられたが、表８に示すように、大き
く、①キッチンの配置などキッチンに関する工夫、②調
理や調理に関連する知識･技術を教えること、③子ども
が自主的に手伝いができるようなメンタル面への配慮、
の３つに分類することができた。①のキッチン空間に関
する工夫は多くの項目があげられており、キッチン作業
を食育と捉えた場合、空間そのものや使い方を工夫する
ことにより、子どものキッチン作業の参加がしやすくな
る効果が得られると考えられる。

４．まとめ
　以上の結果をまとめると、下記のようになる。
⑴ 家庭における食に関する保護者の教育は大きな影響
があると考えられる。

⑵ 子どもが取り組む手伝いには背景があり、保護者は何
故その手伝いをさせるのかを考えた上で行っていた。

⑶ 保護者は多くの場で「食育」に触れる機会があり、
関心も持っているが、その実際の行動には差がある
傾向にあった。また、子どもの「食育」の認知度は
低かった。

⑷ 保護者が「食育」につながる工夫は、大きく、①キ
ッチン設備と空間、②知識技術、③子どものメンタ
ル面に分かれた。

Ⅴ．まとめ

　２つの調査を通して、下記の点が明らかとなった。

⑴ 業者においても、家庭においても、キッチンは家族
のコミュニケーションの場としてイメージされる傾
向にあった。

⑵ 子どもがキッチンを利用する際の工夫は、キッチン
設備そのものと、キッチン空間におけるものとがあ
った。

⑶ オープンキッチンは「食育」に効果的であると考え
られており、キッチンメーカーはキッチンの配置、
住宅メーカーは人の生活といったソフト面、工務店･
設計事務所は他空間とのつながりやよりハード面に
重点を置く傾向にあった。

⑷ 食に関する保護者の教育の影響は大きく、子どもの
手伝いには保護者の意識が関連していた。

⑸ 保護者が「食育」につながる工夫は、大きく、①キ
ッチン設備と空間、②知識技術、③子どものメンタ
ル面に分かれた。

　今後は、「食育」の場としてのキッチンについてより
具体的に検討する予定である。
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